
      酷酸繊維素皮膜製造及び紡綜試験(第一報〉

      酷酸繊維素の品質 と皮膜の強度との關係

          (京都帝國大學化學研究所) (昭和三年三月二三日受理)

             工學博士 喜 多 源 逸

             工 學 士 菅 野 源 一 郎

 曾て余等の實験室に於てアセトン可溶性酪酸繊維素の製法に就て研究し銅贋低く粘度高き製品

を得 る條件 を明にせ り即ち製造の際温度が重要なる因子 をなす事特に第一一次酷酸繊維素製造の温

度 を一定に保つ事の必要なるを明にせ り(理化彙報、大正一三年、3)此結果 を知 る時は1・2本 邦

にて研究せ られた る如 き(例 へば厚木氏 日本學術協會、1、92)叉 市販品(輸 入品にも多し)に見る

如き粘度低き製品を作る事は極めて容易の事な り當時及び其後 フィルム製造試瞼に於て余等はフィ

ル ムの強度の相違は粘度の關係の如 く著名に非 ざる事 を観察せ り

 近時岡田氏が硝化繊維素 に就て磯表せられたる結果は(繊工、ユ927、3、288)大 艦吾入の首肯す

る所なり然 るに厚木氏(上述、,97)の結果 を見 る時は却つて粘度高き方皮膜強度弱 きものあ り皮膜

の彊度は原酪酸繊誰素の品質の外は膜製造の諸種の條件に基 くものなる事勿論にして且つ厚木氏

の製品は(第一次酪酸化に30℃ 第二次水化に30-4⑪OC)高 温度を使用 し從ふて余等の良製品 と

比較するを得 ざれ ども(高 温度を使用せ る厚木氏の製品に此の如き結果の現はるLは 吾入の解す

る能はざる所なるも)余 等の虚方に從ひ低温度製品殊に余等が前報告に記述せるもの より更に低

き濫度にて製造せ るもののフィルムの性質に就て記蓮 し此等の關係を明にせん と欲す

 實駿 第 一  原料 原料紙 としてセルロイ ド用チッシユペーパーを用ひ氷酷酸、無水酷酸及

び濃硫酸(66度 ボーメ)は前報告同様の品を用ふ

 製法 原料紙10g、 氷酪酸50g、 無水酪酸50g、 濃硫酸 ユgの 虚方にて作りた る混合液 を500ce

の磨合せ栓 を有する硝子瓶中に取 り冷却 しっs徐 々に紙 を投入 して時々控拝 し濫慶を 7C以 上

にならざる如 く調節し紙が均 一・に溶解した後種々の温度の恒温槽中にて24時 聞反慮せ しむ

 酷酸化を絡れるものを冷却しつS氷 酪酸9g、水9gの 虞方にて作りた る混合液 を徐々に加へ搬 牢

して均一にな りたる後酪酸繊維素がアセ トンに溶解する迄種々の温度の恒温槽中に入れて熟成す

 洲 條及び乾燥 上法にて熟成を絡 りた る酷酸繊維素は少量の氷酪酸 を加へて適當なる粘度を有

する如 くし酪酸曹達の10%溶 液 を蝿搾しつ 巧余々に加へて酪酸繊維素 を沈澱 さし24時 闇洗水

して後24時 聞40。Cの 通風乾燥器中にて乾燥す猫最低温度にて作 りたるものは充分にアセトン

に溶解せす其他の もの も多少不溶解物 を含む(重 量 としては極少量なるも)を 以て此等の影響を
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完全に除 く爲め以上の法 にて作 りだる酪酸繊維素を一渡 アセ トンに溶解し後放置して上澄液のみ

を取b水 を加へて酷酸繊維素 を沈澱せしめ40。Cの 通風乾 柔器中にて大部分乾燥 し後2日 間硫酸

乾燥器中にて乾燥 したるものを以て試料 とす

 酷酸繊維素 フィルム製造法 酪酸繊維素の2%(29の 酪酸繊維素 を100ccの アセ トンに溶解

す)及 び4%ア セ トン溶液を作 り其の15ccを 水亭板上の硝 子箱(5。5c n'i x 16cnユ)中に取 り硫酸

乾燥器中に2日 聞乾燥す此の際量力、温度等の影響は同一の乾燥器中同時聞取扱ひた る故同一・と

見倣さる

 製品試瞼 比粘度は酷酸繊維素の2%ア セ1・ン溶液 をオス トワル ド粘度計にて25。C恒 温槽中

にて其の落下時間を測定し蒸溜水の落下時聞 との比 を以てす

 フィルム強度 上の法 にて作れるフィルムをlcniX7Cmの 大 さに10枚 切 り之 をシ。。パP試 瞼器

にて測定 し其雫均 をとる張度は ライスレンゲとして示 さるライスレンゲ=9!(B×D)×1000km
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こ 』に9は シ。ッパ ー器 に て示 さ る強度(kg)お は フィル ム の幅(mm)ヱ)は フィルム1qmの 重 量

(9)を 表 は す

 揮 獲 分 フィル ムの切 り残 りた る部 分 数 片 を硲 子 皿 に 取 リ ユ0びC の恒 温 槽 中に4時 間 入 れ て

其D重 量差 よ り%に て 表 は す
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                 弟   一   表

                 第一一Fic,1,.浪化温度の騨警

喜盤 魑欝張 階 鷲 痩 謹 ・・粘度 講 ぎ講瓢 驚 髭、液
  1     25十9.5       1      /3-1-1       8      7.些     4.31     32・亀     彗、.3     52

 2    13十1      1     13十1     11    12,0    5.{}4,   4.z6    「01    5.0

 37『-O.5 1 13十1 1612.益5.07d.慧Q 4-.85.6

 (1)の 粘度低 く此の フィルムの強度小な ゆ(2)及 び(3)同1蒙 と見 るべ きな り

                 第   二   表

                 嘉二次壌化源度の影響

纂議 驚 欝 響 芦麟 比・・恥 篇 響器 磯 犠1,液
 d     12.5十1       1       繋～十f}.「"      2     11.8     3.1声2     4.78     義6     5.2

 5     12、5十1       1       コ3+1      10     1二ξ.2     差.0〔}     4.03     46     5.3

 6     12.5±1       1      7.5=と二〇.5     12     1】.8     3,81     生.「70     51     5.9

 比 粘 度 及 び フィル ム強 度 の 相 達 少 く一様 と見 る を遁 溝 とす べ し然 れ ど も比 救 度 高 き(2)よ り作

りた る フィル ムの強 度 幾 分高 し

 以 上 死 結 果 よ り次 の 事 實 を知 る

(1)第 一次 酪酸1ヒ 及 び第 二 次 加 水 作 用 の:畏品 粘 度 に島 す る温 度D影 響 は前 報 の 如 く250C附 近

の 温 度 に て も第 一次 酪 酸 化 に て製 晶粘 度 に著 し 這影3を 及 ぼ す も第 二次 加 水 に際 して は 其 の 影 響

少 し

 (2)7℃ と12-13。Cを 比 較 ず る(c 7。Cに 於 て は可 溶 性 の物 を作 る事 困難 な る も可溶 物 の 結

度 に は 大差 な し

 (3)フ ィル ムの 滋度 は25囎 に て第 一・次 酷 竣 化 を行 ひた る もの は他 の もの に比 し明瞭 に劣等 な

り

 (4)粘 度 高 き もの 却 つ て ㌧炭 誘 き フィルム を作 る如 き事 な し
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